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こ と し ４ 月 、 ２ 回 目 の 当 選 を 果 た し ２ 期 目 の ス タ ー ト を 切 っ た 田 口 伸 一

鹿 嶋 市 長 。 １ 期 目 の ４ 年 間 は 厳 し い 財 政 の 立 て 直 し に 注 力 。 財 政 健 全 化 と行 政 改 革 で 着 実 に 成 果 を 上 げ て き た 。 地 な ら し を 終 え た 今 期 は 、 人 口 減 少社 会 を 見 据 え た 「 リ ソ ー ス 革 命 」 と 、 地 域 の 持 続 可 能 な 発 展 の た め の 「 未来 投 資 」 を 本 格 化 さ せ る 。 魅 力 あ る ま ち づ く り と 産 業 基 盤 の 強 化 へ 邁 進 する 田 口 市 長 に 、 ２ 期 目 の 展 望 を 聞 い た 。

　
１ 期 目 は 大 変 厳 し い 財 政

状 況 か ら の ス タ ー ト だ っ たが 、  「 先 人 の 貯 金 に 頼 ら ない 」  「 将 来 に 負 担 を 残 さ ない 」  「 市 民 サ ー ビ ス は 維 持す る 」 と い う 方 針 の も と 、行 財 政 改 革 を 断 行 し た 。 数字 に も 成 果 が 現 れ て お り 、基 金 の ２ 倍 増 や 、 プ ラ イ マリ ー バ ラ ン ス の ３ 年 連 続 黒字 化 を 達 成 し 、 将 来 に 投 資で き る 財 政 基 盤 を 構 築 で きた 。　
フ ァ ク ト （ 数 字 ） を 明 確

に 提 示 し た こ と で 、 市 民 や議 会 に も 現 状 の 厳 し さ と 改革 の 必 要 性 を 理 解 し て い ただ く こ と が で き た 。 こ の ４年 間 で 市 民 の 意 識 が 変 わり 、 行 政 の 政 策 力 が 向 上 した と 実 感 し て い る 。　
行 財 政 改 革 の 真 の 目 的 は

鹿 嶋 市 の 将 来 の た め に 体 力を 付 け る こ と 。 こ れ か ら は明 る い 未 来 へ の 投 資 を 着 実に 進 め る 。　
２ 期 目 は  「 リ ソ ー ス 革 命 」

と 「 未 来 投 資 」 を ２ つ の 大き な 柱 と し て 進 め る 。

4 0年

間 続 く 人 口 減 少 と い う 現 実に 正 面 か ら 向 き 合 い 、  「 スマ ー ト ＆ コ ン パ ク ト 」 な 都市 づ く り を 推 進 す る 。　
具 体 的 に は 、 Ａ Ｉ の 活 用

に よ る 市 役 所 業 務 の ス マ ート 化 、 イ ン フ ラ や 教 育 施 設の 統 廃 合 な ど を 進 め る 。 例え ば 、

1 0年 後 、

2 0年 後 に 職

員 数 が ３ 分 の ２ に 減 少 し たと し て も 、 市 民 サ ー ビ ス の持 続 可 能 な 行 財 政 体 制 を 整え る 。　
学 校 跡 地 に つ い て は 、 原

則 解 体 し て 更 地 化 す る 。 利活 用 策 の ひ と つ と し て 、 ＣＯ ２ を 出 さ な い 電 源 拠 点 をつ く り 地 域 で 活 用 し て も らう こ と な ど も 考 え て い る 。　
「 明 る く 、 心 豊 か に 暮 ら

せ る ま ち

　
鹿 嶋 」 の 実 現 に

向 け 、 私 の 政 治 信 条 で あ る

「 ひ と つ 一 つ 、 コ ツ コ ツ と 、誠 実 に 」 課 題 に 正 面 か ら 向き 合 い 、 持 ち 前 の 突 破 力 で解 決 し て い き た い 。　
未 来 投 資 の １ つ と し て 、

鹿 島 臨 海 工 業 地 帯 の 競 争 力を 高 め る た め 「 ク リ ー ン エネ ル ギ ー の 電 源 拠 点 化 」 を目 指 す 。 ひ と つ の エ ネ ルギ ー だ け に 注 力 す る の で はな く 、 太 陽 光 や 風 力 な ど の他 の 新 エ ネ ル ギ ー も ミ ッ クス し て い く 。　
現 在 、 鹿 島 港 周 辺 で の 洋

上 風 力 発 電 の 整 備 に 向 けて 、 協 議 会 を 設 立 し 漁 業 者と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をと っ て い る 。 先 進 地 の 視 察を 通 じ 、 漁 業 と 新 エ ネ ルギ ー の 共 生 を 図 る 下 地 づ くり を 進 め て き た い 。　
計 画 が 進 む 鹿 行 南 部 道 路

へ の 期 待 は 非 常 に 大 き い 。陸 の 孤 島 と も 言 わ れ る 鹿 行地 域 の 観 光 面 や 、 交 流 人口 ・ 人 流 の 拡 大 、 物 流 の 効率 化 と い う 相 乗 効 果 を 狙 いた い 。　
さ ら に 淡 水 と 海 水 を 有 し

港 湾 内 で 物 流 が 完 結 し て いた 鹿 島 港 に 国 内 の 高 速 道 路網 が 直 結 す る こ と で 、 新 たな 港 の 活 用 、 新 た な 産 業 の創 出 が 期 待 さ れ る 。

　

　
現 在 は 、 国 に よ る 地 質 調

査 や 地 盤 調 査 な ど の 慎 重 な精 査 が 進 め ら れ て い る 。 早期 の 計 画 段 階 評 価 入 り を 要望 し て い き た い 。

　
鹿 島 ア ン ト ラ ー ズ の 新 ス

タ ジ ア ム 建 設 に 伴 い 、 周 辺エ リ ア を 一 大 ス ポ ー ツ ・ レク リ エ ー シ ョ ン 拠 点 と し て開 発 す る 。 ク ラ ブ ハ ウ ス や商 業 施 設 、 温 水 プ ー ル な どス ポ ー ツ ・ 健 康 増 進 関 連 の施 設 を 集 約 し た い 。　
ま た 、 鹿 嶋 市 に は 規 模 の

大 き い 都 市 公 園 が 少 な い ので 、 新 ス タ ジ ア ム の 付 近 に広 大 な 公 園 を 整 備 し た い 。平 時 に は 市 民 の 憩 い の 場 とな り 、 災 害 時 に は 避 難 場 所や 救 援 活 動 の 拠 点 と し て 機能 す る 防 災 公 園 と し て の 機能 を 確 保 す る 。

3 0～

4 0年 後

に ま た ス タ ジ ア ム の 建 て 替え を 行 う 際 の 建 設 地 と し ても 活 用 で き る と い う 利 点 もあ る 。　
交 通 渋 滞 対 策 の た め 、 国

道

5 1号 バ イ パ ス の 新 神 宮

橋 、 宮 中 跨 道 橋 は ４ 車 線 化が 必 要 で あ る と 考 え て い るの で 早 期 実 現 を 要 望 し て いく 。 ま た 、 都 市 計 画 道 路 宮中 佐 田 線 は 現 計 画 区 間 の 早期 完 成 を 県 に 要 望 す る と とも に 、 東 側 へ の 延 伸 に つ いて も 県 と 協 議 し て い き たい 。　
市 道 に つ い て は 財 政 状 況

を 考 慮 し な が ら 優 先 順 位 を設 定 し 、 整 備 や 維 持 管 理 に努 め る 。　
水 道 に つ い て は 、 市 街 化

区 域 内 は お お む ね 整 備 が 完了 し て い る 。 現 在 は

2 7年 ４

月 の 供 用 開 始 に 向 け 新 配 水場 の 整 備 を 進 め て い る 。

2 8

年 度 に は 県 と の 経 営 統 合 を予 定 し て い る 。　
下 水 道 事 業 に つ い て は 汚

水 管 、 雨 水 排 水 管 と も に 計画 的 な 施 設 更 新 が 重 要 な 課題 。 雨 水 幹 線 に つ い て は 全

国 特 別 重 点 調 査 を

2 5年 度 に

実 施 し た 。 調 査 の 結 果 、 破損 等 が １ ０ ４ カ 所 確 認 さ れた 。 対 策 延 長 ７ ５ ５ ｍ に つい て

2 6年 度 の 工 事 着 手 を 目

指 す 。　
客 観 的 な 基 準 に 基 づ い た

適 正 な 競 争 を 担 保 す る こ とが 大 原 則 だ が 、 同 時 に 公 共工 事 に は 地 域 の 安 全 を 支 える と い う 側 面 も あ る 。　
自 然 災 害 や 緊 急 時 に 迅 速

な 対 応 が 求 め ら れ る 際 、 地域 に 根 差 し た 事 業 者 の 持 つ知 見 や 機 動 力 は 市 民 の 安 心を 守 る 大 き な 力 と な る 。 こう し た 地 域 の 安 全 を 支 え る力 が 損 な わ れ な い よ う 、 適正 な 工 期 設 定 や 価 格 で の 契約 な ど 、 健 全 な 経 営 環 境 に努 め る こ と も 行 政 の 役 割 と考 え る 。 公 平 な 参 入 機 会 を確 保 し つ つ 、 地 域 を 支 え る

産 業 の 持 続 可 能 性 を 高 め てい く 。　
日 ご ろ よ り 本 市 の イ ン フ

ラ 整 備 や 災 害 対 応 な ど 、 市政 の 各 般 に わ た り 多 大 な る尽 力 を い た だ き 感 謝 申 し 上げ る 。 建 設 業 の 皆 さ ま は 市民 の 安 全 な 暮 ら し を 支 え る「 地 域 の 守 り 手 」 で あ り 、ま ち づ く り に 欠 か せ な いパ ー ト ナ ー で も あ る 。 皆 さま の 培 っ て き た 高 い 技 術 と責 任 感 は 鹿 嶋 市 の 発 展 を 支え る 原 動 力 と な る 。　
近 年 は 資 材 価 格 の 高 騰 や

担 い 手 不 足 な ど 厳 し い 課 題に 直 面 さ れ て お ら れ る こ とは 承 知 し て い る 。 市 と し ては 、 建 設 業 の 皆 さ ま が 安 心し て 事 業 に 取 り 組 め る 環 境整 備 や 適 切 な 予 定 価 格 の 設定 な ど 持 続 可 能 な 産 業 発 展に 向 け た 支 援 に 全 力 を つ くし て ま い る 所 存 。 活 力 あ る鹿 嶋 を と も に 創 り 上 げ る ため 、 今 後 と も お 力 添 え を お願 い し た い 。

社 会 資 本 整 備 を 通 し て 、 鹿 嶋 市 の さ ら な る 発 展 に 尽 力 し ま す

鹿 嶋 市  田 口 伸 一 市 長 に 聞 く

「 リ ソ ー ス 革 命 」 と 「 未 来 投 資 」
明 る く 心 豊 か に 暮 ら せ る ま ち を 実 現

田 口 伸 一 鹿 嶋 市 長 ２ 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー

鹿 行 南 部 道 路 に 期 待 大

新 ス タ 周 辺 開 発 へ 意 欲

▼ 田 口 伸 一 （ た ぐ ち ・ し ん い ち ）１ ９ ６ ８ 年 （ 昭 和

4 3年 ） ４ 月 ４ 日 生 ま れ 。

5 8歳 。 専 修 大 学 経 営 学 部 経 営

学 科 卒 。 県 議 会 議 員 を 経 て ２ ０ ２ ２ 年 か ら 現 職 。 最 近 の 趣 味 は 英 語 の 勉強 で 「 日 本 語 を 学 び た い と い う 海 外 の 方 と 、 日 本 語 と 英 語 を 混 ぜ な が ら会 話 し て い る 。 英 語 だ け で な く 日 本 語 に つ い て 改 め て 気 づ か せ て く れ るこ と も 多 く 、 大 変 勉 強 に な る 」 と の こ と 。 座 右 の 銘 は 積 小 為 大 。
【 プ ロ フ ィ ー ル 】

建 設 業 界 へ のメ ッ セ ー ジ

市 内 の イ ン フ ラ 整 備 につ い て

入 札 制 度 の あ り 方 につ い て

ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー の電 源 拠 点 構 築新 ス タ ジ ア ム 周 辺 整 備に つ い て 鹿 行 南 部 道 路 に 対 す る期 待

２ 期 目 の 抱 負 と主 要 事 業 １ 期 目 の ４ 年 間 を振 り 返 っ て

広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

▲

新 サ ッ カ ー ス タ ジ ア ム 建 設 へ 茨 城 県 と ㈱ 鹿 島 ア
ン ト ラ ー ズ ・ エ フ ・ シ ー 、 鹿 嶋 市 が 協 力

鹿 嶋 市 緑 化 協 議 会

㈱ 辻 田 造 園 建 設

㈱ 富 山 園 建 設

㈱ 鹿 島 ガ ー デ ン

鹿 島 庭 園 ㈱

日 比 谷 殖 産 ㈱

常 陸 緑 化 土 木 ㈱

㈱ ミ ド リ ヤ

会 員 数 　 7 社

〒 3 1 4 ‒ 0 0 2 5  鹿 嶋 市 下 塙 8 8 6 － 3
電 話 0 2 9 9 ‒ 8 2 ‒ 9 0 9 7 　 F A X 0 2 9 9 ‒ 8 3 ‒ 6 5 0 1 

会 長 　 辻 　 田 　 正 　 一

㈱ 鹿 島 ガ ー デ ン

鹿 島 庭 園 ㈱

㈲ 勝 久 建 設

加 藤 建 設 ㈱

㈲ 久 保 組

㈱ 郡 司 建 設

佐 々 木 工 務 店 ㈱

三 光 建 設 ㈱

㈱ サ ン ワ 興 業

大 海 工 業 ㈱

㈱ 大 地

会 津 建 設 ㈱

秋 元 設 備 工 業 ㈱

㈲ ア サ ヒ 塗 装

石 津 産 業 ㈱

㈱ 泉 建 工

㈲ 大 槻 土 建

小 川 建 設 ㈱

㈲ 小 沢 重 機 興 業

㈱ 小 堤 工 業

小 沼 建 設 ㈱

㈱ 小 沼 工 務 店

㈱ 大 平 工 業

高 木 工 業 ㈱

㈱ 高 野 臨 海 商 事

㈱ 高 正 建 設

㈱ 辻 田 造 園 建 設

㈱ 富 山 園 建 設

㈱ ト ム ラ

㈱ 中 川 建 設

中 山 設 備 工 業 ㈱

㈱ 根 本 工 務 店

常 陸 建 設 ㈱

常 陸 緑 化 土 木 ㈱

㈱ 飛 田 工 務 店

日 比 谷 殖 産 ㈱

日 向 寺 工 業

フ ジ テ ッ ク ㈲

㈱ ミ ド リ ヤ 鹿 嶋 支 店

㈱ 村 上 工 務 店

㈱ 谷 田 川 工 務 店

㈱ ヨ シ ケ ン

㈱ 和 城 産 業

〒 3 1 4 － 0 0 1 2 　 茨 城 県 鹿 嶋 市 平 井 1 3 4 0 － 1 4

電 話 0 2 9 9 － 8 3 － 1 7 8 2 　 F A X 0 2 9 9 － 8 3 － 1 7 8 3 

鹿 嶋 市 建 設 業 協 同 組 合
災 害 発 生 時 の 応 急 復 旧 や 社 会 貢 献 活 動 。 地 域 の 安 全 は 私 た ち の 手 で 守 り ま す 。

全 4 3 社

〒 3 1 4 － 0 0 2 2  茨 城 県 鹿 嶋 市 長 栖 1 8 7 9 － 3 7 2

電 話 0 2 9 9 ‒ 8 2 ‒ 0 9 5 0 　 F A X 0 2 9 9 ‒ 8 2 ‒ 5 3 9 9 

鹿 嶋 市 指 定 管 工 事 業 協 同 組 合

鹿 嶋 エ ア テ ッ ク ㈱

㈱ ダ イ セ ツ

㈱ ト ム ラ

秋 元 設 備 工 業 ㈱

辻 田 設 備 工 業 ㈱

三 杭 配 管 工 業 ㈱

ミ ナ ト 工 業

㈱ 小 堤 工 業

㈲ 須 賀 田 設 備 工 業

栗 山 設 備 工 業

㈲ ナ カ ヤ 設 備 工 業

㈲ 生 井 澤 設 備 工 業

㈲ 出 頭 ポ ン プ 店

組 合 数 1 3  社


